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ハーンとTSUNAMI百IE Great Disaster in Japan JUNE 15由.1896
昨 年3月11日の東北大震災と津波の大きな被害 の後、 ハーンによる『稲村の犬』や、 その執筆
横浜で発行されていた"JAPMぜGAZETIE" (以下 「 ジャパンガゼットJ)誌は、 ハーンをはじめ日
本に関心のある外国人にとって大切な情報源、のーった、った。今回掲載は、昨 年の東北大震災以求、









象をしばしばともなう。 地震は、 古くからの迷信によれば、 奇妙な原因によるものとされていた。
『地震考』という本には、 建久 9 年 (訳注:1168 年とあるが誤植、1198 年の間違い)の屠の表紙










込んだのである。 その 18 年後にも、 似たような災害 が摂津国で起きた。1331 年には富士山 が 30
メートルほど沈下 したと言われる一方で、紀州が部 分的な洪7ねこ遣い、 その砂浜が永久的に盛り上
がった。 もっと後の時代になると、1586 年に40 日にわたって京都が揺れ、 若狭湾に津波が勢いよ
く押し寄せて多数の可を破壊し、また地元住民たちを飲み込むのと同時に、 多数の家々と有名な大
仏が破壊されたという記事が見つかっている。形の患い宝永山 が隆起して、富士山 の釣り令いか取
れた姿を苦しした1707 年の記録的な地震は、 東海道沿いの広い地威と四国で洪水を引き起こし、 死
者は莫大な数にのぼったと伝えられている。
1854 年の破壊をもたらした地震に関しては、 人々が諮った生々しい話が残っている。 それは以
下 のような内容である。
「 中の刻 (訳注:午後3 時半ごろ)に、北西から台風のような音とともに、 巨大な揺れが求まし
た。しばらくのあいだ、 地面は水面の波のように盛り上がりました。 それから大きな波が勢いよく
川 を週り、 高知の可は炎に色まれました。 その夜は 70 回にも及ぶ揺れが起こりました。 その日は
とても寒かったです。揺れの強さと方向はさまざまでした。 中には轟音をともなう揺れもあれば、
逆に揺れないで轟音 が響くことも時折ありました。轟音 をともなう揺れは、たいがいそれがないも




は急速に燃え広がり、 それが雲に反射し、 その夜は昼のように明るくなりました。だいたい8 時ご






ものであるかどうか、専門家の意見は必ずしも一致していない。 ジョン・ミルン教授 (訳注:10hn 
Miln、1850 ・1913 :イギリス出身で末日した地質、 地震学者) に引用されているロパート・マレッ
ト (訳注:Robert Mallet、1810・1881 :アイルランドの地震学者) は、 海底の地球りであるという説
を示唆している。 それは、日本近海の海底には巨大なくぼみがたくさんあるので、 地震が地滑りに
よって引き起こされたということも、 ありえなくはないのではないか、 というものである (訳注:
注が示すように、 マレットは1896 年当時すでに亡くなっているので、 生前日本の地震に関して言




6 月15 日の夜 8 時半を通ぎたころ、 日本の北東部沿岸の可や村に住んでいる人々は、 重量級の


































私は1891 年の大地震 (訳注:濃尾地震)のあとで岐阜を訪ね、 また1892 年7 月に加古川 とタツ ガ
ワ (お主:W，加古川 市史』によると、 この水害 については、11892年 7 月23 日上荘中島船頭村堤防











私たちにできることは微々たるものだった。私たちには、 ひとつた、け明確な考 えがあった。 それは
津波の猛威をできるだけ見てくることで、読者にこの恐ろしい災害 の影響を、わかりやすく説明し
たいということだった。 内務省の礼儀正しい役人で被災地に向かっている三崎亀之助氏 (訳注:




どるという試みは、 愚行の極みだろう。 したがって、 どこか1 17併に決めて、 災害 全体を適切に反
映している特定の状況へと記事を限定する必要に迫られた。そうすると、どこを選ぶかはやさしく














いからだ。 はるか頭上に、 山 頂は雲に覆われているが、私たちがいままさに益り、 下 ってきた高い
山 がそびえている。私たちは遠野を朝7 時に出て、現在はちょうどl時半である。 その日の夜明け
はすばらしいもので、眠って気力も回復したのと相まって、疲れをすっかり癒してくれた。この地
域では、横浜の空気の悪、ぃ居留地でF体験したことのない、央快な気分にまさしくなれるのだ。こう









































たが、 もう斤方はめちゃめちゃに折れた木で、 トロッコの橋脚の残骸た、った。釜石の可は神奈川 の
可 (訳注:横浜)とよく似た切り主ったところにあって、 細い谷に食い込んで集落ができている。
トロッコの終肴駅と製鉄所が、可よりもわずかに高い所に建てられている。高台は製鉄所から狭ま
り、 そこで終わっているようだ。 その眺めは、 海岸線を起点にした小さな三角形の平地のようであ
る。可にはほぼ何も残っていない。激い、地震だけでは、 その破壊がまったくえりないというほど
だ。おそらくもっとも目主つ物体は2 般の大型船で、ひとつは海岸から180メートルほど離れた麦
畑の中に、 見たところ無傷で、垂直に主っている。 もうひとつは海岸から45 メートルほど離れたと
ころで、家のがれきの中に紛れている。少し湾曲している海岸の左手には十軒あまりの家があるが、
うち数軒はひどく損壊している。そのそばにはかなりきれいに手入れこそされているものの、損壊

















に肴いてわずか20 分で亡くなってしまった。 いまのところ、彼の遺体は見つかっていない。 ジャ

















っていたが、 トロッコの終点のすぐ近くでは、 私たちの住む横浜と同じく津波の被害 はなかった。
しかもそこは、 海辺から 800 メートルほどしか離れていなかった。 これは、 津波の高さに関して、
日本の新聞で流れている情報に誇張があることを、はっきりと示すことになるだろう。やがてふれ
ることになるが、津波の高さが興杏した言ばたちによって過大に伝えられている証拠は、ほかにも
いくつかあった。 それは高さを4倍にしなくても、十分に高いものだった。 その停車場から250 メ
ートルほと進んだところで、最初の津波が入ってきた獄'Jな痕跡が目についた。頑丈な橋が川 に架
けられ、 その先を通る道は踏みならされてわだちになっていた。 その橋から、 大災害 の痕跡、が恐ろ
しい現 実となって、 はじめて視界に入ってきた。 家のがれき、船、電柱が言いようもないほどごち
ゃごちゃに混ざっていた。中央通りの街路は容易に確認できたが、他の道は街路の痕跡、をとどめて
いなかった。かつて可た、ったところは、 事実上がれきの山 になってしまった。 その橋を渡った先に
小さな神社が建っていたが、 モミの木に固まれていて、 さらにいくつもの重厚な石碑があった。 そ
















あちこちに散乱し、 あるものはひっくり返り、 またあるものは横転してひどくつぶれ、 また垣根に
引っかかっているものさえ見受けられた。とはいえ、すべての大型船が比較的軽度の損傷で、すんで
いるわけではなかった。 私たちが上がってみた船は、 柵だけでなく船首まで粉々に砕け、 デッキ、
舵、 船尾を失ってしまっていた。
遺体の捜索は続けられていたが、同月色たちの不幸を金儲けの手段にしようと目がない人夫たちは、
1 日 50 セント以下の賃金で働くつもりがなく、 日本の下 層階級の人々がいささか冷淡すぎること
を物語っていた。 きょうは40 数体の遺体が見つかったが、 先述したように、 遺体のほとんどはま
だ見つからないままであった。先に名前を出したふたりの神父の案内で、比絞的被害 の少ない可の
一角へと向かった。 海の自の前にある家々は大きな被害 を受けていたが、 津波に流されなかった。
またもっと海沿いの土蔵が被害 を受けずに建っているのを見ると、西洋式で建設された可だったら、











な状況下で、 日本在住の外国人たちによって驚くほど国際的な状態になった。 医師は、 私たちに
500 名の負傷者があちこちの病院に搬送されていること、150 名が自宅で、また50 名が仮設病院で
ある学校で治擦を受けていることも教えてくれた。 そしておもに頭部、 腕部、大腿部 を負傷してい
ることも、彼はつけカロえた。 そのあと、私たちはもっとも重篤な負傷者たちが搬送されたところへ
と上がっていった。 それは目を覆いたくなるような状況だった。粗悪なベンチが3 列に並べられ、
そこには30 名ほと'の患者がいた。最初の事例はぞっとするもので、だいたい40 歳ぐらいの男 性が
両足と胸、 両腕に重傷を負っていた。 その横には、8 人家族の中でふたりだけ生き残った女性とそ
の娘が寝ていた。医者によると、 全員回復の見込みがなかった。 その隣には、 えを負傷し頭に包帯
を巻いていた男 がいた。彼は家族の中で唯一生き残ったが、添い精神的な苦悩状態にあるにもかか
わらず、頭を下げて謝意を示し、 大災害 への共感をもって遠方から永た見氏ロらぬ訪問者に対し、小
声で礼を述べてくれた。 また別の関心を引く事例として、 大災害 の日が 「 娘の祭りJ (訳注:地震




















「私は、 最初の叫ぴ声を聞いてすばやく丘へとかけ上がったおかげで、 いま生きています。 その
地震の夜、 キムは友人の夕食会に招かれてこの可の中にいました。午後 8 時25 分、 私は 『火事だ』
という叫ぴと、混乱したざわめきをヰにしたように思いました。キムはどの方角から火の手が上がっ
ているのかを確かめるべく、高台にかけ上がりました。夕食をともにしていた警察署長もやってき








けるため、 男 の召イ支たちを集めました。 第一波の襲来から津波が引くまで、 おそらく10 分もなか












もなく屋内で命を落とす一方、 それより数こそ少、ないものの、法下 物に当たったり、 また津波に巻
き込まれたりして溺死した人もいました。助けを求める叫び声は陸地と海の両方で、もちろんすさ
まじく恐ろしいものでしたが、そういった声は第一波によってたくさんの家々が運び去られて、は







いました。助けを求める声は、 およそ1 時間にわたって海から聞こえてきました。しかし、 数百名
もの人々が、 ;毎へ流されたか、 陸地のがれきにのまれてしまいました。3 名の医師と1 名の看護師






者のほかに、 ひとりの県議、3 名の可議、2 名の地区寄合の代表者、3 名の地区代表者が亡くなり
ました。 多数の家族が全滅し、22 日現在で 40 もの家族が犠牲になったことが確認されています。
まちがいなくこの可は最大の被害 を受けた場所のひとつですが、全270 軒のうち2 軒の家しか助か
らなかった唐丹村が、 最大の被災地でしょう。22 日現在、2 日間は身元埠認のため安置されていた




以上のような惨事の説明を終えた後で、 助役は22 日現在の報告書を見せてくれた。 それは、 以
下 のとおりである。
南閉伊那の負傷者と損害
死者 負傷者 えんだ馬 家の損壊 え水した 失われた 壊れた船
や家畜 広さ 農 作 物
(可) (可)
釜石 4， 041 636 80 990 222 .5 185 .1 248 
鵜住居 1， 061 28 340 294 13 .0 135 .0 32 
大槌 599 61 19 604 136 .5 136 .0 162 
合計 5，701 715 439 1，888 371 .5 456 .1 442 
以上の損害 を円に換算すると、 およそ以下のようになる。
家畜 家 土地 農作物 身長 合計
釜石 3，200 245，828 100，845 9，670 19，303 378，846 
鵜住居 830 29，400 3，900 6，750 6，200 47， 080 
大槌 760 151， 000 5，410 6，800 11，340 175，340 




釜石 1，105 6，529 
弟財主居 475 3，153 
大槌 1，172 7，027 
(以下 略)
※全訳は、 静岡福祉大学附属図書館で公開されている。 (平成24年7 月末まで)
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